






























































自他 語数 % 
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自他 語数 % 
イ也 3202 46.2 
自 3144 45.4 
自他 582 8.4 







表3 二字漢語動詞の自他状況(張:2014 p.28) 

























自他 語数 % 
{也 19 39.6 
自 28 58.3 
自他 2.1 
語計 48 100 
表4を見ると、和語複合サ変動詞では、自動詞は最も多く(約 58%)を占め、他動






































































と判断した。 fニj格と「トJ格をとった場合、自動詞σ)と判断した。 fはj は
「ガj格と fヲj格両方の置き換えになりうるので、実例に表れても、自他の判断に
使用しなかった。すべての f~むの実例を削除した。 f されるj 形を他動詞と判断し
た(敬語の「されるJを除外し(4)、 fニj格を取る言語読の「されるJ形を未半Ij持rと









(1 ) ゲノレマがど之とZし、。 o 0 (太田忠弓『まぼろし曲馬団~ ) 
(2) そうした女性たちをウォッチングしてみましょう。
(緒方明『ミキハウス症候群~ ) 
(3) ホームページに之之主三する (放生勲『妊娠レッスン~ ) 
男とメールしている。 (Yahoo!知恵袋)
(4) 朝、ウォーキングされている方、よく見かけますが、。 o 0 (Yah∞!知恵袋)
(5) ベッカは早熟な息子が二歳になる前に、積み木を使ってアノレファベットをマ









自イ也 語数 % 
{也 241 59.2 
自 73 17.9 
自{也 68 16.7 
未判断 25 6.l 
5苦言十 407 100 
表 5を見ると、外来語サ変動詞では、他動認が最も多いことが分かる。他動詞がお
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